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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの移動端末機と、前記少なくとも一つの移動端末機に対してマルチメデ
ィアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供する無線接続網を有
する移動通信システムで、前記無線接続網が前記ＭＢＭＳのために前記移動端末機を呼び
出す方法であって、
　前記ＭＢＭＳの呼び出しがあることを識別するためのＭＢＭＳ専用の呼び出し識別チャ
ンネルに関する第１のチャンネル情報を、少なくとも一つの移動端末機に伝送する段階と
、
　前記ＭＢＭＳの呼び出し情報を伝送するための制御チャンネルに関する第２のチャンネ
ル情報を、前記移動端末機に伝送する段階と、
　前記ＭＢＭＳに対応して前記移動端末機の呼び出し要求が発生するときに、前記ＭＢＭ
Ｓに対応して前記ＭＢＭＳ専用の呼び出し識別チャンネルを伝送する段階と、
　前記ＭＢＭＳ専用の呼び出し識別チャンネルの伝送に対応して、前記ＭＢＭＳの呼び出
し情報を前記制御チャンネルを通じて伝送する段階と
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のチャンネル情報は、音声及びパケットサービスの呼び出しがあることを識別
するための呼び出し識別チャンネルに関するチャンネル情報を含み、前記第２のチャンネ
ル情報は、前記音声及びパケットサービスの呼び出し情報を伝送するための制御チャンネ



(2) JP 4468375 B2 2010.5.26

10

20

30

40

50

ルに関するチャンネル情報を含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記呼び出し識別チャンネルと前記制御チャンネルは、所定間隔で伝送されることを特
徴とする請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記所定間隔は、２５６＊ｋ(ｋ＝１，２，３，…，１４９)の整数倍の値であることを
特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のチャンネル情報と前記第２のチャンネル情報は、放送チャンネルのシステム
情報ブロックに含まれて伝送されることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記放送サービスに対応する呼び出し識別チャンネルは、不連続受信(Ｄｉｓｃｒｅｔ
ｅ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ：ＤＲＸ)周期により伝送されることを特徴とする請求項１記載
の方法。
【請求項７】
　前記制御チャンネルは、放送サービス制御チャンネル(ＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ：ＭＣＣＨ）を有する第２の共通制御物理チャンネル(Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ
　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｓ-ＳＣＣＰＣ
Ｈ)であることを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも一つの移動端末機と、前記少なくとも一つの移動端末機に対してマルチメデ
ィアブロードキャスト／マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）を提供する無線接続網を有
する移動通信システムで、前記移動端末機が前記無線接続網から前記ＭＢＭＳのための呼
び出しを受信する方法であって、
　前記ＭＢＭＳの呼び出しがあることを識別するためのＭＢＭＳ専用の呼び出し識別チャ
ンネルに関する第１のチャンネル情報を受信する段階と、
　前記無線接続網から前記ＭＢＭＳの呼び出し情報を伝送するための制御チャンネルに関
する第２のチャンネル情報を受信する段階と、
　前記無線接続網からの前記ＭＢＭＳ専用の呼び出し識別チャンネルを前記第１のチャン
ネル情報を通じて受信する段階と、
　前記ＭＢＭＳに対応する制御チャンネルの伝送が前記ＭＢＭＳ専用の呼び出し識別チャ
ンネルによって確認されると、前記無線接続網からの前記制御チャンネルを前記第２のチ
ャンネル情報を通じて受信する段階と、
　前記制御チャンネルを通じて受信した呼び出し情報により前記ＭＢＭＳが呼び出された
か否かを確認する段階と
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記第１のチャンネル情報は、音声及びパケットサービスの呼び出しがあることを識別
するための呼び出し識別チャンネルに関するチャンネル情報を含み、前記第２のチャンネ
ル情報は、前記音声及びパケットサービスの呼び出し情報を伝送するための制御チャンネ
ルに関するチャンネル情報を含むことを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記呼び出し識別チャンネルと前記制御チャンネルは、所定間隔で伝送されることを特
徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記所定間隔は、２５６＊ｋ(ｋ＝１，２，３，…，１４９)の整数倍の値であることを
特徴とする請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のチャンネル情報と前記第２のチャンネル情報は、放送チャンネルのシステム
情報ブロックに含まれて伝送されることを特徴とする請求項８記載の方法。
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【請求項１３】
　前記ＭＢＭＳに対応する呼び出し識別チャンネルは、不連続受信(ＤＲＸ)周期に基づい
て伝送されることを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１４】
　前記呼び出し識別チャンネルの受信は、下記の式により決定される時点で遂行されるこ
とを特徴とする請求項８記載の方法。
（式１）
ＭＢＭＳ　ＰＩ＝ＴＭＧＩ　ｍｏｄ　ＮＭｐ
ここで、ＮＭｐは放送サービスのために一つの無線フレームに伝送される呼び出し識別子
(ＰＩ）の数を意味し、ＴＭＧＩは臨時放送サービスグループ識別子(ＴｅｍＰＯｒａｒｙ
　ＭＢＭＳ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ)である。
【請求項１５】
　前記制御チャンネルは、放送サービス制御チャンネル(ＭＣＣＨ)を有する第２の共通制
御物理チャンネル(Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｓ-ＳＣＣＰＣＨ)であることを特徴とする請求項８記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおけるマルチメディアブロードキャスト/マルチキャス
トサービス(Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ/Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ：以下、“ＭＢＭＳ”とする)に関するもので、特に、放送サービスに関する制御
情報の存在有無を知らせるための呼び出し方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、通信技術の発達によって符号分割多重接続(Ｃｏｄｅ　ＤｉｖｉｓｉｏｎＭｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：以下、“ＣＤＭＡ”とする)移動通信システムでは、音声サ
ービスだけでなく大容量のデータを伝送するパケットサービスが提供されている。なお、
ＣＤＭＡ移動通信システムは、マルチメディアサービスを伝送することができるマルチメ
ディア放送/通信システムに発展している。加えて、少なくとも一つ以上のマルチメディ
アデータソースから複数の移動端末機(Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：以下、“ＵＥ”
とする)にサービスが提供される放送サービスが論議されている。放送サービスとしては
、３ＧＰＰ(３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ)
で提案されたＭＢＭＳがある。
【０００３】
　ＭＢＭＳは、リアルタイムの映像及び音声データ、静止画像、文字などデータを伝送す
るためのマルチメディア伝送形態を支援する。したがって、ＭＢＭＳは大量の伝送リソー
スを要求する。また、複数のＵＥが同一のＭＢＭＳを要求する可能性があるため、このＭ
ＢＭＳは放送チャンネルを通じて提供可能である。
【０００４】
　ＭＢＭＳは、次の２つのサービス形態に大別される。第１に、ポイントツーポイント(
Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｐｏｉｎｔ：以下、“ＰｔＰ”とする)サービスがある。この場合に
、ＵＥ別に専用チャンネルが割り当てられなければならない。第２に、ポイントツーマル
チポイント(Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ：以下、“ＰｔＭ”とする)サービ
スがある。この場合、同一のＭＢＭＳを要求したＵＥに対しては共通チャンネルが割り当
てられなければならない。
【０００５】
　図１は、ＭＢＭＳを提供するための無線接続網(ＵＴＲＡＮ)を示す図である。
　図１を参照すると、ＵＥ１３０は、該当ＭＢＭＳを直接受信する役割をし、このＭＢＭ
Ｓを支援するハードウェア或いはソフトウェアを有している。ＵＴＲＡＮ(ＵＭＴＳ　Ｔ
ｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）は、ＵＥ１３０と
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ＣＮ１００とを接続する無線通信網である。ＵＴＲＡＮは、複数の無線網システム(Ｒａ
ｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｙｓｔｅｍ：以下、“ＲＮＳ”とする)１１０，１２０で構
成される。ＲＮＳ１１０は、一つのＲＮＣ１１１と、このＲＮＣ１１１によって制御され
る複数のＮｏｄｅ　Ｂ１１３，１１５とから構成される。また、ＲＮＳ１２０は、ＲＮＣ
１１２と、このＲＮＣ１１２によって制御される複数のＮｏｄｅ　Ｂ１１４，１１６とか
ら構成される。すなわち、 ＲＮＳ１１０は、ＲＮＣ１１１と、このＲＮＣ１１１の制御
を受ける第１のＮｏｄｅ　Ｂ１１３と第２のＮｏｄｅ　Ｂ１１５と、第１のＮｏｄｅ　Ｂ
１１３と第２のＮｏｄｅ　Ｂ１１５の制御を受ける複数のセルとを含む。同様に、ＲＮＳ
１２０は、ＲＮＣ１１２と、このＲＮＣ１１２によって制御される第３のＮｏｄｅ　Ｂ１
１４と第４のＮｏｄｅ　Ｂ１１６と、第３のＮｏｄｅ　Ｂ１１４と第４のＮｏｄｅ　Ｂ１
１６の制御を受ける複数のセルとを含む。通常、ＲＮＣによって制御されるＮｏｄｅ　Ｂ
の総数と、Ｎｏｄｅ　Ｂに含まれるセルの数は、サービス事業者又はＲＮＣ及びＮｏｄｅ
　Ｂの性能によって決定される。
【０００６】
　ＵＥ１３０は、Ｕｕインターフェース１２１を通じてＵＴＲＡＮと接続され、このＵＴ
ＲＡＮは、ＣＮ１００とＩｕインターフェース１２２を通じて接続される。それぞれのノ
ードを接続する該当インターフェースは、下記の表１のようである。表１のインターフェ
ースに対する名称は、３ＧＰＰ標準に規定されているものを使用し、その名称は変更が可
能である。
【０００７】
【表１】

【０００８】
　図２は、ＵＴＲＡＮプロトコルの構造を概略的に示す図である。図２を参照すると、Ｕ
ＴＲＡＮで処理される上位階層のメッセージは、大きく制御データとユーザーデータに分
けられる。
　図２に、制御空間(Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ)シグナリング２０１とユーザー空間(
Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ)データ２０２を示す。制御空間シグナリング２０１及びユーザー
空間データ２０２は、非接近階層(Ｎｏｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ：以下、“Ｎ
ＡＳ”とする)のメッセージである。ＮＡＳメッセージは、ＵＥとＵＴＲＡＮとの間の無
線接続に使用されないメッセージを示すもので、ＵＴＲＡＮがその内容をわかる必要のな
いメッセージである。ＮＡＳメッセージとは異なって、ＵＴＲＡＮとＵＥとの無線接続に
直接使用されるメッセージは接近階層(Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ：以下、“ＡＳ”
とする)メッセージと称する。ＡＳメッセージは、無線リソース制御(Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：以下、“ＲＲＣ”とする)２０３以下の領域で使用される
データ或いは制御シグナルを称する。
【０００９】
　ＲＲＣ２０３は、ＵＥとＵＴＲＡＮとの接続に関係される物理階層(Ｐｈｙｓｉｃａｌ
Ｌａｙｅｒ：以下、“Ｌ１”とする)２１０と、階層２の媒体接続制御部(Ｍｅｄｉｕｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：以下、“Ｌ２/ＭＡＣ”とする)２０８と、無線リンク制
御部(Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：以下、“Ｌ２/ＲＬＣ”とする)２０６と
、階層２のパケットデータ変換プロトコル部(Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇ
ｅｎｃｙ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：以下、“Ｌ２/ＰＤＣＰ”とする)２０４と、階層２の放送
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/多重放送制御部(Ｂｒｏａｄｃａｓｔ/Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：以下、“
Ｌ２/ＢＭＣ”とする)２０５とを制御する。また、ＲＲＣ２０３は、ＵＥとＵＴＲＡＮと
の間の物理呼設定、論理呼設定、制御情報送受信、特定データ送受信のようなＵＥとＵＴ
ＲＡＮとの接続に関係されるすべてのことを制御する役割を果たす。
【００１０】
　Ｌ２/ＰＤＣＰ２０４は、ＮＡＳ階層からのデータを受信し、適切なプロトコルを使用
してＬ２/ＲＬＣ２０６に伝送する。Ｌ２/ＢＭＣ２０５は、放送及び多重放送に必要なデ
ータをＮＡＳ階層から受信し、適切なプロトコルを使用してＬ２/ＲＬＣ３０６に伝送す
る。Ｌ２/ＲＬＣ２０６は、ＲＲＣ２０３からＵＥに送信される制御メッセージを受信す
る。そして、制御メッセージの特性を考慮して、第１のＲＬＣ２６１及び第ｎのＲＬＣ２
６２で適切な形態で加工した後、論理チャンネル２０７を通じてＬ２/ＭＡＣ２０８に伝
送される。また、Ｌ２/ＲＬＣ２０６は、Ｌ２/ＰＤＣＰ２０４及びＬ２/ＢＭＣ２０５か
らデータを受信して第１のＲＬＣ２６３及び第ｎのＲＬＣ２６４で適切な形態で加工した
後に、論理チャンネル２０７を通じてＬ２/ＭＡＣ２０８に伝送する。Ｌ２/ＲＬＣ２０６
に複数のＲＬＣが形成されることは、ＵＥとＵＴＲＡＮとの無線リンクの数によって決定
される。
【００１１】
　論理チャンネル２０７は、大きく任意のＵＥに対する専用(Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ)タイプ
の論理チャンネルと、複数のＵＥに対する共用(Ｃｏｍｍｏｎ)タイプの論理チャンネルに
分けられる。また、論理チャンネル２０７は、メッセージに乗せられる情報が制御情報に
関連したデータである場合に使用される制御タイプ論理チャンネルと、メッセージがトラ
フィック情報に関連したデータである場合に使用されるトラフィックタイプの論理チャン
ネルに分けられる。
　３ＧＰＰで使用される論理チャンネル２０７のタイプと役割は、次の表２のようである
。
【００１２】
【表２】

【００１３】
　Ｌ２/ＭＡＣ２０８は、ＲＲＣ２０３の制御によって、ＵＥとＵＴＲＡＮとの間の無線
リソースを管理したり、ＵＥとＵＴＲＡＮとの間の接続を管理する。したがって、Ｌ２/
ＭＡＣ２０８は、Ｌ２/ＲＬＣ２０６から表２に示したような該当論理チャンネルを受信
し、下記の表３に示す伝送チャンネル２０９にマッピングさせてＬ１　２１０に伝送する
。
【００１４】
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【表３】

【００１５】
　表３に示していないが、逆方向共有チャンネル(Ｕｐ-ｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ)、共通パケットチャンネル(Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ)な
どの伝送チャンネルの使用も可能である。しかしながら、本発明とは直接的な関連がない
ため、その説明を省略する。
【００１６】
　図２のＬ１　２１０に伝送された伝送チャンネル２０９は、適切な過程を経て実際の物
理チャンネルに対応し、ＵＥ或いはＵＴＲＡＮに伝送される。物理チャンネルは、第１の
共通制御物理チャンネル(Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“Ｐ-ＣＣＰＣＨ”とする)と、第２の共通制御物理チャ
ンネル(Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ：以下、“Ｓ-ＣＣＰＣＨ”とする)、呼び出し指示チャンネル(Ｐａｇｉｎｇ
　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＰＩＣＨ”とする)、獲得指示チャン
ネル(Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＡＩＣ
Ｈ”とする)、物理共通パケットチャンネル(Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＰＣＰＣＨ”とする)などがある。Ｐ-ＣＣＰＣＨを通じ
て放送チャンネル(Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＢＣＨ”とす
る）を伝送し、Ｓ-ＣＣＰＣＨを通じては呼び出しチャンネル(Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ：以下、“ＰＣＨ”とする)、及び下方アクセスチャンネル(Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＦＡＣＨ”とする）を伝送する。
【００１７】
　任意のＭＢＭＳを提供するためには、ＲＮＳ１１０から上記のＭＢＭＳに関する基本情
報及びサービス案内情報が複数のＵＥに伝送されるべきである。ＭＢＭＳに関する基本情
報及び案内を受信したＵＥ１３０が、ＭＢＭＳを受信しようとする場合に、ＵＥ１３０は
、ＣＮ１００に登録するようになり、これを“参加(Ｊｏｉｎｉｎｇ)”と呼ばれる。その
後、ＵＥ１３０を含んでＭＢＭＳを要求した複数のＵＥのリストは、ＣＮ１００を構成す
るノード(例えば、表１のＢＭ-ＳＣ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｃｅｎｔｒｅ：ブロードキャストマルチキャストサービスセンター）、ＳＧＳ
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Ｎ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ：サービングＧＰＲＳサポー
トノード）、及びＵＴＲＡＮ)に伝送される。
【００１８】
　任意のＭＢＭＳを要求したＵＥのリストを受信したＣＮ１００と、このＣＮ１００と接
続されているＲＮＳ１１０，１２０は、ＵＥ１３０を含んだ複数のＵＥに呼び出し(ｐａ
ｇｉｎｇ)メッセージを伝送する。無線ベアラ(Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：以下、“ＲＢ
”とする)は、ＭＢＭＳを提供するために設定する。ＣＮ１００は、設定されたＲＢを通
じて該当ＵＥに該当ＭＢＭＳを提供することが可能になる。
【００１９】
　一方、ＭＢＭＳが終了すると、このサービスの終了がすべてのＵＥに通報されなければ
ならない。したがって、ＵＥを管理しているＣＮ１００及びＲＮＳ１２０は、ＭＢＭＳの
ためにＵＥに割り当てられた無線リソースを解除し、それによって任意のＭＢＭＳが終了
される。
　任意のＭＢＭＳがＵＥに提供される状態で、ＭＢＭＳに関連した複数の制御メッセージ
がＭＢＭＳを受信するＵＥに伝送される。ここで、ＵＥに制御メッセージが存在すること
を効果的に知らせる方法が必要である。
　現在、３ＧＰＰでは従来の音声通話やパケット通話のために使用した呼び出し方法をＭ
ＢＭＳにおける呼び出し方法として使用する方案を議論している。
【００２０】
　図３は、従来のＭＢＭＳに関する制御情報の存在を知らせるための呼び出し手順を示す
図で、図４は従来の呼び出し識別チャンネルの構造を示す図である。
　図３を参照すると、音声通話やパケット通話のためにＵＥを呼び出す方法は、ＰＩＣＨ
３０１とＳ-ＣＣＰＣＨ３０２が使用される。Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０２は、ＰＣＣＨ(論理チ
ャンネル)が伝送されるＰＣＨ(伝送チャンネル)を含む。ＰＩＣＨ３０１の構造は、図４
に示す。ＰＩＣＨ３０１は、長さ１０ｍｓを有する無線フレーム(３ＧＰＰで物理チャン
ネルの伝送の基本単位)で２８８ビットを伝送することができ、それぞれのＵＥを呼び出
しグループに区別して呼び出す。呼び出しグループの数は、１４４，７２，３６，１８の
うちいずれか一つとなり、それぞれの呼び出しグループのＰＩ（呼び出しインジケータ）
に使用されるビット数は２，４，８，１６となりうる。
【００２１】
　ＵＥは、ＵＴＲＡＮ或いはＣＮによって定められた不連続受信(ＤｉｓｃｒｅｔｅＲｅ
ｃｅｐｔｉｏｎ：以下、“ＤＲＸ”とする)周期により、一定期間ごとに一回ずつ受信器
の電源をオンとしてＵＥに割り当てられたＰＩＣＨ３０１を確認する。これは、ＵＥが持
続的に無線信号を受信する必要がない場合に、このＵＥ受信器の電源をオフとすることで
、受信機のバッテリーの電力が浪費されることを防止する。
【００２２】
　図３において、ＵＥ呼び出し発生(Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ：以下、“ＰＯ”
とする)３１１は、ＵＥのＤＲＸ周期により計算された値である。ＰＯ３１１で受信した
ＰＩＣＨの呼び出しインジケータ(Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：以下、“ＰＩ”
とする）が正の値であると、ＵＥは、７６８０チップ(約２.００ｍｓ)後に伝送されるＳ-
ＣＣＰＣＨ３０２を受信する。ＵＥは、Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０２を通じてＵＥに対する呼び
出しメッセージを伝送するＰＣＣＨ/ＰＣＨが存在するかを確認する。ＵＥに対する呼び
出しメッセージが存在しないと、ＵＥは、再び次のＰＯまで受信器の電源をオフ状態とす
る。ＰＯ３１１で受信したＰＩＣＨのＰＩが負の値であると、ＵＥは受信器の電源をオフ
とした後に次のＰＯを待機する。
【００２３】
　ＵＥにＭＢＭＳに関連した制御メッセージの存在有無及びデータの伝送有無を知らせる
方法では、ＰＩＣＨ３０１、ＭＢＭＳ ＰＯ３１２、Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０２、或いはＳ-Ｃ
ＣＰＣＨ３０３が用いられる。ＰＩＣＨ３０１は、ＵＥ或いは他のＵＥに音声呼或いはパ
ケット呼の呼び出し有無を知らせるチャンネルで、全体ＭＢＭＳ或いはＭＢＭＳ別に設定
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されたＭＢＭＳ ＰＯ３１２は、ＭＢＭＳに対する呼び出しのために専用される。ＭＢＭ
Ｓに関する制御情報を伝送するＭＢＭＳ制御論理チャンネル(ＭＢＭＳ Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：以下、“ＭＣＣＨ”とする）は、Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０３を通じて伝送さ
れる。このとき、Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０３は、Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０２とは異なるＳ-ＣＣＰＣ
Ｈとなりうる。Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０２は、ＭＢＭＳに対する制御メッセージの存在有無を
知らせるメッセージをＰＣＣＨを通じて伝送される場合に使用される。このＭＣＣＨが、
ＭＢＭＳに対する制御メッセージの存在有無を知らせるメッセージを伝送すると仮定する
。
【００２４】
　ＵＥが、ＭＢＭＳに関連した制御メッセージの存在有無を分かるようにする過程につい
て説明すると、次のようである。ＭＢＭＳ ＰＯ３１２で受信器の電源をオンとしたＵＥ
は、ＰＩＣＨ３０１を通じて自分が加入したＭＢＭＳに対するＰＩを受信する。ＭＢＭＳ
 ＰＯ３１２の長さは、ＰＩＣＨを構成する一つの無線フレームの長さ(１０ｍｓ)と同一
であり、或いはそれより短いこともある。ＵＥは、受信したＭＢＭＳに対するＰＩが正の
値であると、Ｓ-ＣＣＰＣＨ３０３を受信してＭＢＭＳに対する存在有無が分かるメッセ
ージを受信する。 
【００２５】
　ＭＢＭＳに対する制御メッセージの存在有無或いはＭＢＭＳデータの伝送有無を知らせ
る従来の呼び出し方法に対する問題点は、次のようである。
　第１に、従来ではＭＢＭＳを支援しないＵＥが使用するＰＩＣＨをＭＢＭＳ ＰＯに専
用して使用することである。したがって、ＭＢＭＳ ＰＯと自分が有しているＰＯが重な
るＵＥは不必要にＳ-ＣＣＰＣＨを復調する場合が発生する。ＭＢＭＳ ＰＯがサービス別
に定義されると、複数のＭＢＭＳに加入したＵＥは現実的に受信器の電源をオフとする部
分がないため、バッテリーの浪費をもたらすようになる。
【００２６】
　第２に、ＭＢＭＳに加入したＵＥは、自分の有しているＤＲＸ周期以外にＭＢＭＳに対
して定義されたＤＲＸ周期或いはＭＢＭＳ別に定義されたＤＲＸ周期を有していると、受
信器をよく動作させなければならないため、ＤＲＸ周期を使用する目的を達成することが
難しくなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　したがって、上記したような問題点を解決するために、本発明の目的は、移動通信シス
テムでＭＢＭＳを提供する移動通信システムでの効率的な呼び出し方法を提供することに
ある。
　本発明の他の目的は、ＭＢＭＳを希望する移動端末機が必要な時点のみで目覚めるよう
にすることで、電力消耗を最小化する呼び出し方法を提供することにある。
【００２８】
　本発明の目的は、ＭＢＭＳを提供する移動通信システムでＭＢＭＳだけのための呼び出
し識別チャンネルを有するようにする方法を提供することにある。
　さらに、本発明の目的は、ＭＢＭＳを提供する移動通信システムで、従来の音声呼或い
はパケット呼による呼び出しに使用された呼び出し識別チャンネルと他の別途の呼び出し
識別チャンネルを使用する呼び出し方法を提供することにある。
【００２９】
　本発明の目的は、ＭＢＭＳを提供する移動通信システムで、ＭＢＭＳのための呼び出し
識別チャンネルを通じて制御情報の存在有無を知らせ、ＭＣＣＨを通じて制御情報の存在
を再確認可能にするメッセージを伝送し、更にＭＣＣＨを通じて制御情報を伝送する呼び
出し方法を提供することにある。
　本発明の他の目的は、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルを使用することにおい
て、ＭＢＭＳを支援しない移動端末機に対する誤動作を低減することができる方法を提供
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することにある。
【００３０】
　また、本発明の目的は、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルを使用することにお
いて複数のＭＢＭＳが存在しても効率的な呼び出し方法を提供することにある。
　本発明の目的は、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルに対するチャンネル情報を
既存の呼び出し識別チャンネルに関するチャンネル情報が伝送される放送チャンネルのシ
ステム情報ブロックに伝送する方法を提供することにある。
【００３１】
　本発明の他の目的は、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルに関するチャンネル情
報を別途のシステム情報ブロックに規定して伝送する方法を提供することにある。
　本発明のまた他の目的は、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルがＭＣＣＨを伝送
するＳ-ＣＣＰＣＨと時間的に連動されて伝送可能になって移動端末機がＳ-ＣＣＰＣＨを
效率的に受信する方法を提供することにある。
【００３２】
　本発明の目的は、移動端末機がＤＲＸ周期に対応してＰＯでＭＢＭＳのための呼び出し
識別チャンネルを受信可能にする装置及び方法を提供することにある。
　また、本発明の目的は、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルとＭＢＭＳを識別す
るための情報をマッピングする方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３３】
　上記のような目的を達成するために、本発明は、少なくとも一つの移動端末機と、前記
少なくとも一つの移動端末機に対してマルチメディアブロードキャスト/マルチキャスト
サービス(ＭＢＭＳ)を提供する無線接続網を有する移動通信システムで、前記無線接続網
が前記ＭＢＭＳのために前記移動端末機を呼び出す方法であって、前記放送サービスの呼
び出しがあることを識別するための呼び出し識別チャンネルに関する第１のチャンネル情
報を少なくとも一つの移動端末機に伝送する段階と、前記放送サービスの呼び出し情報を
伝送するための制御チャンネルに関する第２のチャンネル情報を前記移動端末機に伝送す
る段階と、前記放送サービスに対応して前記移動端末機の呼び出し要求が発生するときに
前記放送サービスに対応して呼び出し識別チャンネルを伝送する段階と、前記呼び出し識
別チャンネルの伝送に対応して前記放送サービスの呼び出し情報を前記制御チャンネルを
通じて伝送する段階とを有することを特徴とする。
【００３４】
　また、本発明は、少なくとも一つの移動端末機と、前記少なくとも一つの移動端末機に
対してマルチメディアブロードキャスト/マルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)を提供する
無線接続網を有する移動通信システムで、前記移動端末機が前記無線接続網から前記放送
サービスのための呼び出しを受信する方法であって、前記放送サービスの呼び出しがある
ことを識別するための呼び出し識別チャンネルに関する第１のチャンネル情報を受信する
段階と、前記無線接続網から前記放送サービスの呼び出し情報を伝送するための制御チャ
ンネルに関する第２のチャンネル情報を受信する段階と、前記無線接続網からの前記呼び
出し識別チャンネルを前記第１のチャンネル情報を通じて受信する段階と、前記放送サー
ビスに対応する制御チャンネルの伝送が前記呼び出し識別チャンネルによって確認される
と、前記無線接続網からの前記制御チャンネルを前記第２のチャンネル情報を通じて受信
する段階と、前記制御チャンネルを通じて受信した呼び出し情報により前記放送サービス
が呼び出したか否かを確認する段階とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明は、ＭＢＭＳ関連制御情報の伝送或いはデータの伝送において、ＵＥに制御情報
の伝送又はデータの伝送が存在することを知らせる呼び出し方法を提案し、呼び出し方法
においてＭＢＭＳを支援しない他のＵＥの誤動作を防ぐためにＭＢＭＳ ＰＩＣＨを使用
する。また、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨのチャンネル構造を提案し、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨチャンネ
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ル情報を知らせることができる方法を提案する。本発明で提案した方法を使用することに
よって、ＭＢＭＳを支援するＵＥは、ＭＢＭＳ呼び出し情報を受信することで追加的なバ
ッテリーの損失を極小化することができる。また、ＭＢＭＳを希望しないＵＥが不必要に
Ｓ-ＣＣＰＣＨを受信することを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
　本発明に関連した公知の機能及び構成に関する具体的な説明が、本発明の要旨を不明に
すると判断された場合に、その詳細な説明を省略する。
　また、本発明の効果的な説明のために、移動通信システムに対して非同期移動通信方式
の標準である３ＧＰＰの移動通信網を例として説明する。一方、後述する本発明の実施形
態による詳細な説明は、ＭＢＭＳを適用対象としているが、それ以外の放送サービスに共
通して適用できることは自明なことであろう。
【００３７】
　後述する本発明の実施形態では、移動端末機の電力が無駄に浪費されることを防止する
ために、ＭＢＭＳのための新たな呼び出し方法を提案する。これは、ＭＢＭＳを要求した
ＵＥが必要な時点のみでＭＢＭＳに対応する呼び出し有無を確認可能にすることによって
、バッテリー消耗を低減するためである。したがって、本発明の実施形態による呼び出し
方法は、これを適用するＵＥの状態が定義されるべく、ＭＢＭＳのための呼び出し識別チ
ャンネルが新たに定義されるべきである。
【００３８】
　また、新たに定義されるＰＩＣＨを受信するための制御情報の伝送手順と、制御情報を
伝送するためのシステム情報ブロックの構造が定義されるべきである。
　なお、ＰＩＣＨとＭＢＭＳによるＳ-ＣＣＰＣＨの関係が定義されるべきである。後述
する説明では、音声呼又はパケット呼に対応する呼び出し識別チャンネルに対しては“Ｐ
ＩＣＨ”と呼ばれ、ＭＢＭＳのために新たに提案された呼び出し識別チャンネルに対して
は“ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ”と呼ばれる。
【００３９】
　本発明の実施形態は、所定のＭＢＭＳを要求した後に、ＩＤＬＥ状態、ＣＥＬＬ_ＰＣ
Ｈ状態、ＵＲＡ_ＰＣＨ状態のうちの一つの状態のＵＥに対して適用可能である。ここで
、前述した状態を説明すると、次のようである。
　(１)ＣＥＬＬ_ＰＣＨ状態：ＣＥＬＬ_ＰＣＨ状態でＵＥは、自分のＤＲＸパラメーター
によるＰＯでＰＩＣＨを受信し、ＦＡＣＨのような他の下方チャンネルは受信しない。Ｕ
Ｅにデータを伝送するに先立ち、ＲＮＣは、呼び出し手順を通じてＵＥがをＥＬＬ_ＦＡ
ＣＨ状態に遷移させる。同様に、ＵＥは、ＲＮＣにデータを伝送するに先立ってＣＥＬＬ
_ＦＡＣＨ状態に遷移すべきである。ＲＮＣは、ＵＥの位置をセル単位で追跡する。呼び
出し手順にはＲＮＣによって定められたＤＲＸパラメーターを用いる。
【００４０】
　(２)ＵＲＡ_ＰＣＨ状態：ＲＮＣがＵＥの位置を複数のセルを含むＵＲＡ(ＵＴＲＡＮ　
Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　Ａｒｅａ:複数のセルで構成された領域)単位で追跡するとい
う点を除けば、前述したＣＥＬＬ_ＰＣＨ状態と同一である。
　(３)ＩＤＬＥ状態：ＲＮＣは、ＵＥの位置を知らず、ＣＮの要求に基づいてＵＥを呼び
出すことができる。呼び出し手順は、ＣＮで決定するＤＲＸパラメーターが用いられるこ
とを除けば、前述したＣＥＬＬ_ＰＣＨ状態の呼び出し手順と同一である。ＲＮＣとＵＥ
がデータを送受信するためには、ＲＲＣ接続セットアップ過程が先行されなければならな
い。
【００４１】
　一般的な呼び出し手順において、ＵＥは、周期的にＮｏｄｅ　Ｂから伝送されるＰＩＣ
Ｈ信号を受信する。受信したＰＩＣＨ信号を通じて、ＵＥにＰＣＨ信号が伝送されるか否
かを判断する。ＰＩＣＨに関する情報は、ＢＣＨのシステム情報ブロック(Ｓｙｓｔｅｍ
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　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ：以下、“ＳＩＢ”とする)に含まれている。し
たがって、ＵＥは、ＢＣＨを確認することによってＰＩＣＨ情報が得られる。
【００４２】
　一方、呼び出し手順は、ネットワークが所定のＵＥを呼び出す一般過程を意味する。ネ
ットワークがＵＥを呼び出す場合に、ＵＥの電力消耗を最小化するためにＤＲＸ方式を使
用する。ＤＲＸ方式は、ＵＥは呼び出しメッセージ(ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ)を受
信するために受信器をターンオン(ｔｕｒｎ　ｏｎ)する時点をネットワークと予め設定し
、その設定した時点のみで呼び出しメッセージを受信する方式を意味する。ＵＥは、ＤＲ
Ｘ方式を使用することによって、ネットワークと予め設定した時点のみで受信器をターン
オンし、設定した時点以外の残り時点では受信器をターンオフ(ｔｕｒｎ　ｏｆｆ)するこ
とで、電力消耗を最小化する。
【００４３】
　これをより具体的に説明すると、ＵＥは、ＰＯにＰＩＣＨ信号を受信する。受信したＰ
ＩＣＨ信号の該当ＰＩが“１”に設定されている場合に、ＵＥはＰＣＨを通じて伝送され
る呼び出しメッセージを受信する。
【００４４】
　本発明では、ＵＥが前述した一般的な標準呼び出し(Ｎｏｒｍａｌ　ｐａｇｉｎｇ)の手
順とＭＢＭＳ呼び出し(ＭＢＭＳ　ｐａｇｉｎｇ)の手順を同時に遂行することができる方
法を提示する。標準呼び出しは、音声呼又はパケット呼によって遂行される呼び出し手順
として定義でき、ＭＢＭＳ呼び出しはＭＢＭＳに対応して遂行される呼び出し手順として
定義できる。
【００４５】
　図５は、本発明の実施形態により、放送サービスに関する制御情報の存在を知らせるた
めの呼び出し手順を示す図である。図５を参照すると、ＰＩＣＨ５０１は、所定のＵＥが
自機を呼び出す標準呼び出しがあるか否かが確認可能な呼び出し識別チャンネルである。
ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１は、ＵＥが加入されているＭＢＭＳに対するＭＢＭＳ呼び出し
があるか否かが確認可能な呼び出し識別チャンネルである。ＰＩＣＨ５０１は、ＰＣＨを
伝送するＳ-ＣＣＰＣＨ５０２と時間的に連動されている。３ＧＰＰでは、ＰＩＣＨ５０
１とＳ-ＣＣＰＣＨ５０２の伝送時間差を７６８０チップ(おおよそ２ms）に規定している
。ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１とＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨ５１２も時間的に連動さ
れており、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１とＳ-ＣＣＰＣＨ５１２との伝送時間差はＴＭＢＭＳ

－ＰＩＣＨ５０３に規定できる。ＴＭＢＭＳ－ＰＩＣＨ５０３は、ＰＩＣＨ５０１とＳ-
ＣＣＰＣＨ５０２の伝送時間差と同一の値又は異なる値となりうる。このＰＩＣＨ５０１
とＳ-ＣＣＰＣＨ５０２との伝送時間差が２５６＊ｋ(ｋ＝１，２，…，１４９)に３ＧＰ
Ｐで規定されているため、ＴＭＢＭＳ－ＰＩＣＨ５０３は、２５６＊１(ｋ＝１，２，…
，１４９)の整数倍の値を有する。このＴＭＢＭＳ－ＰＩＣＨ５０３が、ただ一つの値と
して使用されると、別途のシグナリングを通じてＴＭＢＭＳ－ＰＩＣＨ５０３の値を知ら
せる必要はない。しかしながら、このＴＭＢＭＳ－ＰＩＣＨ５０３が変動可能な値である
と、ＢＣＨを通じて知らせることもできる。
【００４６】
　図５で、ＰＩＣＨ５０１とＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１を受信するＵＥは、ＵＥ ＰＯで２
つのＰＩＣＨ５０１，５１１を同時に受信して標準呼び出しとＭＢＭＳ呼び出しがあるか
否かを確認する。標準呼び出しがある場合には、ＵＥは、Ｓ-ＣＣＰＣＨ５０２を受信し
て呼び出しメッセージがあるかを 確認する。あるいは、ＭＢＭＳ呼び出しがある場合に
は、ＵＥは、Ｓ-ＣＣＰＣＨ５１２を受信して呼び出しメッセージがあるかを確認する。
標準呼び出しとＭＢＭＳ呼び出しが同時に存在するときには、ＵＥが受信能力があると、
Ｓ-ＣＣＰＣＨ５０２，５１２を同時に受信する。しかしながら、ＵＥに受信能力がない
と、受信順序は、ＵＥの上位階層で決定した優先順位によって決定される。
【００４７】
　ＰＩＣＨ５０１及びＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１は、上に定義したように、一つの無線フ
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レームで２８８個のＰＩを伝送する。ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１は、３００個のビットを
伝送するが、本発明では標準呼び出しを伝送するＰＩＣＨとの互換性のために２８８ビッ
トのみを伝送すると仮定する。前述したように、標準呼び出しのためのＰＩＣＨで伝送さ
れる２８８ビットはそれぞれの呼び出しグループに一定個数ずつ割り当てられる。したが
って、呼び出しグループの各々に割り当てられるＰＩＣＨビットの数は、２，４，８，１
６となる。一つのＰＩＣＨフレームで伝送可能なＰＩの数をＮｐと定義し、このＮｐの値
は１４４，７２，３６，１８のうちのいずれか一つの値となりうる。ＵＥは、下記の（式
１）でＵＥが属する呼び出しグループを探して呼び出しグループに対するＰＩの値を確認
することができる。
【００４８】
（式１）
ＰＩ＝ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　Ｎｐ

【００４９】
　（式１）で、ＩＭＳＩ(Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉ
ｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）は、ＵＥに割り当てられる永久識別子の役割をする。（式１
）で、ｍｏｄはモジュラ演算を意味し、このモジュラ演算の結果は、ｍｏｄ演算子の後に
位置した数でｍｏｄ演算子の前の数を割った残りとなる。例えば、５ｍｏｄ２の結果は１
となる。
【００５０】
　ＵＥは、呼び出しグループのＰＩを確認することによって、ＵＥに対する呼び出しがあ
るか否かを確認する。例えば、Ｎｐの値が１８で、ＵＥのＩＭＳＩ値とＮｐのｍｏｄ結果
が１であると、１７番目のビットから３１番目のビットがＵＥに割り当てられた呼び出し
グループに対するＰＩとなる。ＰＩが正の値を有すると、ＵＥはＰＩＣＨに対応するＳ-
ＣＣＰＣＨを受信する。ＰＩが負の値を有すると、ＵＥはＤＲＸ周期によって次のＰＯを
待機するようになる。
【００５１】
　本発明で提案されたＭＢＭＳ ＰＩＣＨ５１１も、標準呼び出しのためのＰＩＣＨ５０
１の場合と同様に、ＭＢＭＳのためのＰＩ(以下、“ＭＢＭＳ ＰＩ”とする)とＵＥが加
入されたＭＢＭＳとの対応関係が規定される。この対応関係は、下記の（式２）のように
規定されることが可能である。
（式２）
　ＭＢＭＳ　ＰＩ＝ＴＭＧＩ　ｍｏｄ　ＮＭｐ

【００５２】
　（式２）で、ＮＭｐは、一つの無線フレームに伝送されるＭＢＭＳ ＰＩの数を意味し
、１８，３６，７２，１４４の値を有する。ＮＭｐの値は、ＭＢＭＳに加入したＵＥが予
めセルのシステム情報を伝送するＢＣＨを通じて受信可能である。（式２）で、ＴＭＧＩ
(Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ＭＢＭＳ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ)は、ＳＧＳＮ、ＢＭ-
ＳＣ、又はＲＮＣで任意のＭＢＭＳに対して割り当てることができる臨時識別子である。
また、ＴＭＧＩは、ＵＥが要求したＭＢＭＳと他のＭＢＭＳとを区別するときに使用する
。
【００５３】
　本発明では、ＴＭＧＩを用いてＵＥが加入したＭＢＭＳに対するＰＩを探すことを仮定
している。しかしながら、ＭＢＭＳに対する永久識別子が使用されることもある。ＴＭＧ
Ｉは、ＵＥがＭＢＭＳに加入する段階で獲得可能である。
　ＵＥは、（式２）により決定されたＭＢＭＳ ＰＩ値を用いて自分のＴＭＧＩを受信す
る。すなわち、ＵＥは、要求したＭＢＭＳに対する制御情報或いはデータの送信を知らせ
るＭＢＭＳ呼び出し情報があることを知らせるＭＢＭＳ ＰＩを受信するようになる。
【００５４】
　正の値を有するＭＢＭＳ ＰＩを受信すると、ＵＥは、Ｓ-ＣＣＰＣＨ５１２を受信する
。Ｓ-ＣＣＰＣＨ５１２に伝送される伝送チャンネルであるＦＡＣＨを受信する。その後
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、ＵＥは、ＦＡＣＨ内に伝送されるＭＣＣＨを受信し、ＭＢＭＳ ＰＩに対応するＭＢＭ
Ｓに関する呼び出し情報があるか否かを確認する。ＭＢＭＳに関する呼び出し情報は、Ｍ
ＢＭＳ識別子を含み、必要に応じて他の情報も含むことができる。
【００５５】
　また、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨとＭＢＭＳ ＰＩの送信において、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨを通じ
て伝送される情報、すなわち、任意のＭＢＭＳに対する呼び出しが全くない区間ではＭＢ
ＭＳ ＰＩＣＨを通じて伝送しないことができる。ＭＢＭＳ ＰＩＣＨが伝送される場合に
、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨを通じて伝送されるＭＢＭＳ ＰＩのうち、ＭＢＭＳ ＰＩに対応す
る呼び出し情報を有するＭＢＭＳ ＰＩが伝送される。しかしながら、ＭＢＭＳ ＰＩに対
応する呼び出し情報のないＭＢＭＳ ＰＩは伝送されない可能性がある。ＭＢＭＳ ＰＩＣ
ＨとＭＢＭＳ ＰＩの不連続的な伝送を使用する場合に、基地局の送信電力を節約するこ
とができるという長所がある。
【００５６】
　図６Ａ～図６Ｃは、本発明の実施形態によるＭＢＭＳ ＰＩＣＨに対するチャンネル情
報を知らせる例を示す図である。
　図６Ａは、現在３ＧＰＰで上方/下方共通チャンネルのチャンネル情報を知らせるのに
使用するＳＩＢ５とＳＩＢ６にＭＢＭＳ ＰＩＣＨに関するチャンネル情報を追加する例
を示す。ＳＩＢ５とＳＩＢ６はＢＣＨを通じて伝送される。このＳＩＢ５は、アイドルモ
ード(ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ)のＵＥが使用する上方/下方共通チャンネルに関する情報で、
ＳＩＢ６は、ＲＲＣ接続のあるＵＥが使用する上方/下方共通チャンネルに関する情報で
ある。ＢＣＨは、ＳＩＢ５及びＳＩＢ６以外に１６種類の異なるＳＩＢを伝送可能である
。これら１６種類の相互に異なるＳＩＢについては、本発明と関連がないため、その具体
的な説明を省略する。
【００５７】
　図６Ａにおいて、参照番号６０１はＳＩＢ５、ＳＩＢ６であることを知らせる識別子で
、参照番号６０２はＳＩＢ５、ＳＩＢ６に含まれる他の情報要素(Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：以下、“ＩＥ”とする)を示す。他のＩＥ６０２は、本発明とは直
接的な関連がないため、詳細な説明は省略する。
【００５８】
　参照番号６０３は、ＰＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨに関するチャンネル情報及び他の
ＩＥを示す。Ｓ-ＣＣＰＣＨに関するチャンネル情報及び他のＩＥは、Ｓ-ＣＣＰＣＨが使
用する物理チャンネル情報及びこのＳ-ＣＣＰＣＨを通じて伝送される伝送チャンネルの
情報、伝送チャンネルの伝送組合情報などになることができる。参照番号６０５は、参照
番号６０３に規定されているＳ-ＣＣＰＣＨが伝送するＰＣＨに対応するＰＩＣＨに対す
る物理チャンネル情報として、ＰＩＣＨが使用するスクランブルコードと直交符号などに
なりうる。このスクランブルコードは、基地局と基地局或いは同一基地局内で相互に異な
る下方物理チャンネルを区別するのに用いられる符号である。直交符号は、相互に異なる
下方物理チャンネルが同一のスクランブルコードを使用する場合に、相互に異なる下方物
理チャンネルを区別可能にする符号である。参照番号６０４は、ＭＣＣＨを伝送するＦＡ
ＣＨを有するＳ-ＣＣＰＣＨに関するチャンネル情報及び他のＩＥである。
【００５９】
　参照番号６０４と参照番号６０３が使用するＩＥは、同一であるが、ＩＥの内容が相互
に異なる。参照番号６０６は、ＭＣＣＨを伝送するＦＡＣＨを有するＳ-ＣＣＰＣＨに対
応するＭＢＭＳ ＰＩＣＨに関するチャンネル情報である。この参照番号６０６は、ＭＢ
ＭＳ ＰＩＣＨが使用する物理チャンネル情報と共に、このＭＢＭＳ ＰＩＣＨとＭＣＣＨ
を伝送するＦＡＣＨを有するＳ-ＣＣＰＣＨとの伝送時間差情報も含むことが可能である
。
【００６０】
　現在、３ＧＰＰではＰＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨのみが一つのＰＩＣＨと対応し、
一つのＳ-ＣＣＰＣＨはただ一つのＰＣＨのみを含むことができる。図６Ａでは、ＰＣＨ



(14) JP 4468375 B2 2010.5.26

10

20

30

40

50

を有しないＳ-ＣＣＰＣＨもＭＣＣＨを伝送すると、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨを有するように提
案した。
【００６１】
　図６Ｂは、ＰＣＨとＭＣＣＨを伝送するＦＡＣＨが一つのＳ-ＣＣＰＣＨに伝送される
場合に、そのＭＢＭＳ ＰＩＣＨに関するチャンネル情報をＳＩＢ５と６に追加する方法
に対する例を示す図である。
　図６Ｂにおいて、参照番号６１１、６１２は図６Ａの６０１、６０２と同一である。参
照番号６１３は、ＰＣＨ、ＭＣＣＨを伝送するＦＡＣＨに関する情報を知らせるＩＥとな
りうる。参照番号６１４は、ＰＣＨに対応するＰＩＣＨのチャンネル情報で、参照番号６
１５はＭＣＣＨを伝送するＦＡＣＨに対応するＭＢＭＳ ＰＩＣＨのチャンネル情報であ
る。現在３ＧＰＰ標準では、ただ一つのＰＩＣＨのみが一つのＳ-ＣＣＰＣＨに対応する
ことができる。しかしながら、本発明では、ＭＣＣＨを伝送するＦＡＣＨとＰＣＣＨを伝
送するＰＣＨが、一つのＳ-ＣＣＰＣＨを通じて伝送可能であることを勘案して、上記の
Ｓ-ＣＣＰＣＨに標準呼び出しのためのＰＩＣＨとＭＢＭＳ呼び出しのためのＰＩＣＨが
対応可能であるものを提案する。
【００６２】
　図６Ｃは、ＭＢＭＳのためのＳＩＢが新たに定義される場合に、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨに
関するチャンネル情報を追加する方法に対する例を示す図である。
　図６Ｃにおいて、参照番号６２１は、ＭＢＭＳ用ＳＩＢのための新たなＳＩＢ識別番号
となる。参照番号６２２は、ＭＢＭＳのための他のＩＥとして、ＭＢＭＳに関連したシス
テム情報などとなる。参照番号６２３は、ＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨに関する情
報となる。この場合に、ＳＩＢ５と６には、ＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨに対する
チャンネル情報が伝送されない可能性がある。
【００６３】
　参照番号６２４は、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨに関するチャンネル情報である。ＭＢＭＳ用Ｓ
ＩＢを別に規定し、それによる利点はＭＢＭＳを支援しないＵＥが不要にＭＢＭＳ用情報
を受信する必要がない。また、ＳＩＢ５と６は、すべてのＵＥが使用する共通チャンネル
に関する情報を有しているＳＩＢであるため、ＭＢＭＳ用ＳＩＢが別に規定されると、Ｓ
ＩＢ５と６の固有特性も維持可能である。ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ関連情報以外にＭＢＭＳ Ｐ
ＩＣＨ伝送電力情報が伝送され、ＵＥがＭＢＭＳ ＰＩＣＨ受信を容易にすることもでき
る。
【００６４】
　上記に説明した本発明の提案を更に要約すると、次のようである。
　１．ＭＢＭＳ用ＰＩＣＨは、別に定義する。ＭＢＭＳ用ＰＩＣＨを別に定義することに
よって、ＭＢＭＳを支援しないＵＥの誤動作を防止することができる。
　２．ＵＥは、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨを元に有しているＤＲＸ周期により受信する。したが
って、ＭＢＭＳを支援するＵＥのバッテリー消耗量を減らすことができる。
　３．ＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨはＭＢＭＳ ＰＩＣＨに対応する。
　４．ＭＢＭＳ ＰＩＣＨのチャンネル情報は、ＳＩＢ５と６或いはＭＢＭＳのために定
義されたＳＩＢで、ＵＥに伝送可能である。
【００６５】
　図７は、本発明の実施形態による移動端末機における受信器の構造を示す図である。図
７は、本発明の実施形態を説明することにおいて不要な部分は省略する。また、基地局は
既に数個のＰＩＣＨの伝送が可能な構造を有しているため、基地局送信器に対する説明も
省略する。
【００６６】
　図７を参照すると、無線処理部(ＲＦ部)７０１は、無線信号(Ｒａｄｉｏ　Ｓｉｇｎａ
ｌ)を基底帯域(Ｂａｓｅｂａｎｄ)信号に変換して出力する。ＲＦ部７０１によって基底
帯域信号に変換された下方信号は、デスクランブラー(ｄｅｓｃｒａｍｂｌｅｒ)７０２で
所定のスクランブルコードによってデスクランブリングされる。したがって、このデスク
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ランブル信号は、他の基地局の信号或いはＰＩＣＨとＭＢＭＳ ＰＩＣＨと他のスクラン
ブルコードを使用するチャンネルと区別される。その後、逆拡散部(ｄｅｓｐｒｅａｄｅ
ｒ)７０３で所定のチャンネル化コードによって逆拡散されて非ＭＢＭＳ(ｎｏｎ-ＭＢＭ
Ｓ)ＰＩ７０４とＭＢＭＳ ＰＩ７０５に各々出力される。これらＰＩ７０４とＰＩ７０５
は、同時に受信されることができるが、そうでないこともある。これらＰＩ７０４とＰＩ
７０５が同時に受信される場合に、ＰＣＨの確認或いはＭＣＣＨの確認の優先順位は、上
位階層の命令に従う。
【００６７】
　図８は、本発明の実施形態により無線接続網で遂行される動作の一例を示すフローチャ
ートである。また、図９は、本発明の実施形態により移動端末機で遂行される動作の一例
を示すフローチャートである。
　図８を参照すると、ステップ８０１で、ＵＴＲＡＮは、ＭＢＭＳのためのＭＢＭＳ Ｐ
ＩＣＨを設定する。その後にステップ８０２で、ＵＴＲＡＮは、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ情報
及びＭＢＭＳ ＰＩＣＨに対応するＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨ情報を伝送する。こ
の情報の伝送方法は、既に図６を参照して説明した。ステップ８０３で、ＵＴＲＡＮは所
定のＭＢＭＳに対する通知メッセージ(ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｍｅｓｓａｇｅ)を受
信する。
【００６８】
　この通知メッセージを受信した後に、ステップ８０４で、ＵＴＲＡＮは、所定のＭＢＭ
Ｓに対する通知メッセージが存在することを知らせるＭＢＭＳ ＰＩビットマップを生成
する。ＭＢＭＳ ＰＩビットマップは、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨを生成する場合に使用される。
ＭＢＭＳ ＰＩビットマップは、ＲＮＣで生成されてＮｏｄｅ　Ｂに伝送される。Ｎｏｄ
ｅ　Ｂは、ＭＢＭＳ ＰＩビットマップに基づいてＭＢＭＳ ＰＩＣＨを生成してそれぞれ
のセル内のＵＥに伝送する。ＭＢＭＳ ＰＩビットマップは、１０ｍｓごとに伝送可能で
ある。
【００６９】
　また、ＭＢＭＳに加入したすべてのＵＥに受信されるように一定時間反復して伝送され
なければならないため、ＭＢＭＳＰＩＣＨが反復伝送時間パラメーターのように一回のみ
伝送されることもできる。
　ＵＴＲＡＮ内のＮｏｄｅ　Ｂは、ステップ８０５で、ＭＢＭＳＰＩビットマップに対応
するＭＢＭＳＰＩＣＨを生成し、ステップ８０６にて伝送される。
【００７０】
　ステップ８０７で、Ｎｏｄｅ　Ｂは、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨに対応するＭＣＣＨを含むＳ-
ＣＣＰＣＨを伝送する。任意のＭＢＭＳに対する呼び出し情報がＭＣＣＨに伝送される。
呼び出し情報は、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨの初期伝送後にすぐ伝送されてすべてのＵＥが受信
可能に一定時間反復伝送されることができる。
　また、この呼び出し情報は、予め定められた値によりすべてのＵＥが聞くことが可能な
ように、所定回数だけ反復伝送できる。所定回数だけ反復伝送される場合に、ＭＣＣＨを
含むＳ-ＣＣＰＣＨを伝送する時点は予め定めることができる。
【００７１】
　図９を参照すると、ステップ９０１で、ＵＥは、ＢＣＨを通じて各種チャンネル情報を
獲得する。獲得されたチャンネル情報は、ＰＩＣＨのチャンネル情報、ＰＩＣＨに対応す
るＰＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨのチャンネル情報、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨのチャンネル情
報、及びＭＢＭＳ ＰＩＣＨに対応するＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨのチャンネル情
報がある。ステップ９０２で、ＵＥは、ＵＥ ＤＲＸ周期を確認してＰＯを計算し、ステ
ップ９０３でＰＩＣＨを確認する時点であるかを判断する。
【００７２】
　ステップ９０３で、ＰＩＣＨを確認する時点であると、ＵＥは、ステップ９０４に進行
して標準呼び出しのためのＰＩＣＨ及びＭＢＭＳのためのＭＢＭＳ ＰＩＣＨを受信する
。ステップ９０５で、ＰＩＣＨにおいて、ＵＥに該当するＰＩの値が“１”であると、ス
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テップ９０６に進行する。一方、上記ＰＩの値が“１”でないと、ステップ９０７に進行
する。
【００７３】
　ＵＥは、ステップ９０７で、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨのＰＩが“１”であるか否かを確認す
る。ＭＢＭＳ ＰＩＣＨのＰＩの値が“１”でないと、ステップ９０２に戻って前述した
手順を反復して遂行する。しかしながら、ＭＢＭＳ ＰＩＣＨのＰＩの値が“１”である
と、ＵＥは、ステップ９０８で、Ｓ-ＣＣＰＣＨを通じて伝送されるＭＣＣＨを受信する
。
　ステップ９０９で、ＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨの受信時点でないと、ＵＥは、
一定時間待機した後に該当時点でＭＣＣＨを伝送するＳ-ＣＣＰＣＨを受信する。
【００７４】
　ＵＥは、ステップ９０９で、Ｓ-ＣＣＰＣＨを通じて受信したＭＣＣＨのＭＢＭＳ呼び
出しメッセージにＵＥが希望するＭＢＭＳに対する呼び出しメッセージが含まれているか
否かを確認する。ステップ９０９で、ＵＥが希望するＭＢＭＳに対する呼び出しメッセー
ジがない場合に、ステップ９０２に戻って前述した手順を反復して遂行する。それとも、
ＵＥが希望するＭＢＭＳに対する呼び出しメッセージがＭＢＭＳ呼び出しメッセージに存
在する場合に、ステップ９１０に進行して、ＭＢＭＳデータを受信するための無線ベアラ
ー情報を獲得する。ＲＢは、３ＧＰＰでシグナリング或いはデータを伝送できるＵＴＲＡ
ＮとＵＥと間の通路を意味する。ＵＥは、ステップ９１１で、獲得した無線ベアラ情報に
基づいて自分が希望するＭＢＭＳによるＭＢＭＳデータを受信する。
【００７５】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、本発明の
範囲を外れない限り、様々な変形が可能であることは、当該技術分野における通常の知識
を持つ者には自明なことであろう。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】ＭＢＭＳを支援する移動通信システムを構成する無線接続網の構成を示す図であ
る。
【図２】無線接続網のプロトコル構造を示す図である。
【図３】従来のＭＢＭＳに関する制御情報の存在を知らせるための呼び出し手順を示す図
である。
【図４】従来の呼び出し識別チャンネルの構造を示す図である。
【図５】本発明の実施形態によりＭＢＭＳに関する制御情報の存在を知らせるための呼び
出し手順を示す図である。
【図６Ａ】本発明の実施形態によりＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルに関するチ
ャンネル情報を知らせる例を示す図である。
【図６Ｂ】本発明の実施形態によりＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルに関するチ
ャンネル情報を知らせる例を示す図である。
【図６Ｃ】本発明の実施形態によりＭＢＭＳのための呼び出し識別チャンネルに関するチ
ャンネル情報を知らせる例を示す図である。
【図７】本発明の実施形態による移動端末機における受信器構造を示す図である。
【図８】本発明の実施形態により無線接続網で遂行される動作の一例を示すフローチャー
トである。
【図９】本発明の実施形態による移動端末機で遂行される動作の一例を示すフローチャー
トである。
【符号の説明】
【００７７】
　５０１…ＰＩＣＨ
　５０２…Ｓ-ＣＣＰＣＨ
　５０３…ＴＭＢＭＳ－ＰＩＣＨ
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　５１１…ＭＢＭＳ ＰＩＣＨ
　５１２…Ｓ-ＣＣＰＣＨ

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図６Ｃ】

【図７】



(19) JP 4468375 B2 2010.5.26

【図８】 【図９】
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